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小林利郎年度  第４５回  通算２６５９例会                平成３０年６月２１日 

― Ｔhe 55th anniversary ― 

 

◆次回の例会◆ 平成３０年６月２８日（木）     小林年度最終例会     点鐘：１8：００ 会場：桜茶屋 

 

 会長挨拶       第 55 代会長 小林利郎 

皆様こんにちは。先日、中村委員長より久世パス 

トガバナーと連絡をとって頂きまして、江原 PPか 

らの寄付金の一部を腎アイバンクに寄付の手続きを 

事務局渡辺さんにして頂きました。 

この場で会員皆様にご報告させて戴きます。 

また、いよいよ昨日には清水 AG 筆頭に会長幹事会・IM 実行委員会

合同の最終会議及び打ち上げの宴が開催され出山幹事と共に出席し

て参りました。会計においては、青少年交換の費用の不足分を第４グ

ループ会計剰余金で充当するとの事、報告され併せて皆様にお伝えさ

せて戴きます。出山幹事においては、乾杯の挨拶発声（輪番制）をさ

れ、その後、大阪北部地震で取引先が被災その支援の手続きに向かわ

れ、流石！岩槻クラブの幹事という印象で宴席中私の鼻も高かったで

す。 

本日の例会は、私と出山幹事の年度を振り返っての卓話となってお

ります。宜しくお願い致します。そして皆様には既に案内されており

ます本日 6：00ｐｍより、55周年式典に於いて入会式を済まされた木

村会員と内藤会員の歓迎会が開催されます。なるべく多くの皆様でお

二人の入会を喜び、そして、あらためて歓迎の意を表す事が出来れば

と思います。そして会員増強委員会、田中委員長をはじめ委員の皆様

お疲れ様です。 

 

 ○挨○拶○文 の○行○間  

今 隣にいて包んでくれている「空気」も「環境」も 

これからもずっと会えるわけじゃない 

だからこれからもずっと忘れちゃいけない 

価値観の違いでした喧嘩 

忘れちゃいけない 

共感して語り合えたよろこび 

忘れちゃいけない 

打ち明けて分け合えた悩み 

一緒に笑いあえた日々 時間 

だから話せるときにいっぱい話して 

笑えるときに おもいっきり笑い合って 

伝えられること いっぱい伝えておかなきゃ 

今がずっと続くわけじゃない 

なんでも期限はあるよ 

そのことに気付けば 

忘れちゃいけない今を大切にできる 

今できることを 

一生懸命やろう 伝えよう 

時は流れて 人も物も金も情報も 

移り行くもの   

～ 人を探し（他人
ひ と

の模範に気付き）  

他人
ひ と

から学び 自身
ひ と

を育て 自身
ひ と

をつくる ～ …toshi 

               

①青少年交換留学プログラムについて。 

 募集説明会 7月 8日(日)春日部ふれあい 

キューブ 

 応募締切日 8月 6日(月) 

 第一次試験 8月 19日・第二次試験 8月 26日 

②2018～19年度地区ローターアクト第 1回会長幹事会 

③第 31回インターアクト年次大会について。 

 日時 8月 18日(土)受付 10時 10分～ 開会 10時 30分 

 会場 川口総合文化センターリリア 1階展示ホール 

 登録料 ロータリアン 1人 5,000円 

④第３・第４グループチャリティゴルフ大会についての会計と寄付 

報告が届いております。 

 岩槻ＲＣとしては 20,700円がポリオ寄付となります。 

⑤さいたま市国際交流センターより広報誌「ＩＥＣ News」の最新 

号が届いております。 

⑥公益財団法人埼玉県腎・アイバンク協会より新理事長金子正之氏 

就任の挨拶状が届きました。              以上 

幹事報告             幹事 出山知宏 

7 月 5 日、スポンサークラブであります大宮ロータリークラブへ

の表敬訪問、出山幹事とともに表敬のご挨拶にお邪魔して、中川ガ

バナーエレクトをはじめ多くのメンバーの方々から激励の言葉も頂

きまして、私にとりましても、あらためてこのロータリーライフに

於いての幸せと責任を実感することができ、7/11日に第 1グループ

～第 4 グループガバナー補佐をはじめ会長一同県庁へ会して知事表

敬訪問、出山幹事も全て同行してくれた 7月からの表敬訪問ですが、

親クラブの大宮 RC・第 4グループ 5クラブ・子クラブの蓮田 RC、お

陰様で 8月 29日、大宮北 RCを最後で出山幹事と共に終えることが

出来ました。慌しい中での充実感、そして緊張感をもっての要と感 

じる 2 ヶ月間でした。そして、会場出席委員会ホストの早朝例会で

遠藤委員長のお寺の本堂という有り難い場所で御経をお唱えし皆様

と共に摂る朝食を頂きながら、その 2ヶ月を 31日に終えることが出

来ました事、その巡り合わせ会場出席委員会鈴木委員長をはじめ委 

 

年度を振り返って   第 55代会長 小林利郎         

委員会報告                       

 財団・米山委員長 遠藤隆雄 
本年度の寄付報告です。 

米山 440,500円（普通寄付含む） 

財団 年次 3,136＄ ポリオ 392.87＄  

恒久基金 1人 

次年度研修リーダー 鈴木 隆 
次年度第 1回目のロータリー勉強会は 7月 4日 

(水)に予定シテおります。詳細は追ってご案内 

致しますので、皆様のご参加をお待ちしており 

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行   会報・広報委員会   委員長 田畑寛樹  副委員長 増岡昌行  委員 三浦宣之 高橋真理以 

出席報告 

会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

26 14  3 65.38％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 17,000 円 

年間累計額 1,267,000 円 

 

遠藤隆雄 小田光司 菊地 廣 小林利郎 塩田淳司 

鈴木 隆 鈴木真樹 関根信行 高橋真理以  

田口雅弘 田畑寛樹 出山知宏 中村 正 三浦宣之 

🌼 たくさんのご芳志ありがとうございました 🌼 

スマイルＢＯＸより        

みや不安からも解放され勇気づけられ、クラブの仲間と顔を合わせ

ただけでホッとするような会員相互の関係がに気付き実感されてい

る会員も多くいらっしゃると思います。 

11/11日～12日は地区大会、翌日13日～14日は職業奉仕委員会によ

る川越少年刑務所参観し、そのまま親睦委員会による磯部温泉への親

睦旅行とクリスマス例会という事で中村委員長をはじめ親睦委員会

の皆様とそして鈴木真樹委員長をはじめ会場出席委員会の皆様と事

務局の渡辺さん。皆様、企画・設営大変お疲れ様でした。 

『クリスマス例会』会員家族、お子様も多く参加してされ、平素

岩槻ロータリーの仲間の関わりを理解して頂く事はもとより、仕事も

頑張っているけれど、ロータリーで世界を良くしようと頑張っている

様子も感じて頂ける、そして特にお子様には将来受け継いでもらえる

ような、私たち世代の行動が模範でなくてはならない、そんな意識で

いると、もっとロータリーが楽しく感じられるその様な事を再認識致

しました。田畑委員長には毎例会ごと、リアルタイム３～４日後くら

いにはフェイスブックにアップしてくださり、職業奉仕の川越少年刑

務所参観・親睦旅行へと自社の車でバスを追いかけながら参加されそ

の使命感に感激いたしました。田畑委員長はじめ皆様、大変お疲れ様

でした。そして事務局の渡辺さんにも、細やかな編集で週報を作成さ

れ遅れなく会員皆に配布できました事、心より感謝申し上げます。 

PETSにて純増目標5名を宣言してまいりましたが、運営方針の制定

段階で純増5名の挑戦に変えさせて戴きました。何故ならば挑戦する

事に意義があり結果は後から付いてくるものだと感じたからです。入

会を促すには、ロータリーをとクラブの良さを理解している必要もあ

ると思います。田中委員長はじめ委員の皆様、大変お疲れ様でした。

大塚会員・木村会員・内藤会員、3名の入会を心より嬉しく思い歓迎

申し上げます。塩田ロータリー情報委員長には、ロータリーの友を読

んで、ランダムに指名された会員が発表するという理想的な提案をさ

れ感銘を受けました。有難うございました。遠藤委員長をはじめ委員

の皆様には、会員に対するロータリー財団・米山財団への寄付の意義、

理解の啓蒙活動お疲れ様でした。有難うございました。 

創立５５周年記念式典を菊地廣実行委員長の下、盛大に開催するこ

とが出来ました。菊地実行委員長はじめ皆様、大変お疲れ様でした。

この式典は、準備の段階から、熟そうとする、あるいは消化しようと

する意識ではなく、岩槻ロータリークラブの意義、想いを形象化しよ

うとするその取り組みに会員皆の仲間としての連携・強さに改めて感

銘を受けました。今年度の重点目標の一部に掲げさせて戴きました

「心に残る５５周年」が様々な意義を以って達成、そして間違いなく

岩槻ロータリークラブの５５年の叙事詩の一頁に刻まれたことと確

信いたします。そして先人の方々が築き上げてこられた遍歴に驕るこ

となく、また新たな岩槻ロータリークラブ クロニクルへの挑戦の始

まりでもある事と気持ちは引き締まります。55 周年という会員皆様

にとりまして大変貴重な年度に会長に拝命という機会を頂きまして 

有難うござ 

いました。 

会長として 

至らない私 

に、ご指導 

及び温かく 

支えて下さ 

った皆様に 

感謝申し上 

げます。 

 

 

員の皆様に感謝いたします。 

また、表敬訪問を通じて、自クラブに対する創立 55周年の誇りと先人

の方々と同じ冠を頂いていることへの感謝を PRしながら、それを基盤

として出山幹事と「岩槻 RCを代表して」という意識共有を実感として

確認させて戴きました。だからこそ、7/25 の大宮北東 RC への表敬訪

問に、経緯はわかりませんが、鈴木真樹委員長・津多副委員長・増岡

副委員長もメイクアップと言う事で一緒に訪問出来たこと大変嬉しく

思いました。有難うございました。 

 

年間プログラムから、月間プログラムの綿密な確認調整を行って頂

き田口委員長お疲れ様でした。 

『ガバナー公式訪問例会』2017年10月26日（木）12：30～ 

 大貫ガバナーの愛犬との幼少期の写真と自己紹介からはじまった

丁寧な和みある決して上から目線ではないお話を理解することで単ク

ラブのボトム的位置意識からロータリーのメンバーは皆同じ位置にい

る事、同じ上着を着ていることの確認に繋がり、そして、その例会後

にはクラブ協議会に於いて、大貫ガバナーには、クラブの良い点・足

らない点・取り組む姿勢等を理解して頂くことで多くのアドバイスも

頂け、協調を基盤とした会員の皆様とスタッフ大貫ガバナーと清水ガ

バナー補佐、会長として恵まれたところにいることに気付き、出席率

100％という報告も聞き3半期が過ぎる時期でしたが1年分の１００％

の喜びを得てしまったようでした。委員会の皆様の取り計らいに感謝

いたします。～実るほど頭が下がる稲穂かな～ 

 9／9日～10日において、55周年記念事業として岩手県陸前高田市竹

駒保育園にAED設置の完了、中村正 社会奉仕委員長を中心に会員7名に

て検証並びに視察懇談にお邪魔して参りました。園長はじめ他の職員

の方々の真摯なお話の中で、勝手な安易な解釈かもしれませんが被災

された方々にとって思い出したくない当時の事を現在(いま)こうして

私たちに伝えられる余裕が戻ってきているような印象を受け、たった

一基のAED設置の支援かもしれませんが、その取り組みを通じて様々な

事、やはりまだまだ私達には想像も出来なかったようなこの災害の悲

惨さをあらためて知り被災していない私達に、これから何が出来るか

を深く考える機会となり感謝申し上げます。 

 『本丸公民館駐車場入り口への枝垂れ桜 植樹』この植樹は、1990

年 当クラブ藤川会長・遠藤隆雄幹事の年度に植樹をされ約二十七年が

経ちその樹も大分傷んできている状態をヒントに、そしてRI会長が私

たちに掲げた「一人一本の植樹」会員24名の気持ちを二本の枝垂れ桜

に込めて実施させて戴いた事は言うまでもないと思います。その枝垂

れ桜の苗木の成長と共に私たちメンバーが責任あるクラブとして持続

可能な社会の実現や、社会課題の解決に貢献して行く上での指針にも

なっていくと思います。そして今後のクラブの更なる活性化の為の基

本軸のひとつなのだと言えると考えています。この前を通行、苗木を

見る度にそれを確認できるのだと思います。中村委員長はじめ委員の

皆様、大変お疲れ様でした。 

『例会場内装の無償改装』8 月 27 日、鮒又さん社長 三浦会員のご

理解も頂き、藤澤会員の藤匠塗建さん職人さん 2 名の方も含め材料費

も無償にての供与。藤匠塗建さんの先導の下、作業は始まり誰一人と

してその労力を惜しまず作業は進みました。そして、参加できなかっ

た会員の皆様からは、SNS/メール等を通して「今度の例会が楽しみで

す」「参加出来なくて申し訳ない」等のコメントが届き、塩田委員長

が様子を見に来てくださり、事務局 渡辺さんも差し入れに来て下さっ

て当クラブ全員で成り立っている素晴らしい一日で、当日は“日テレ

24時間テレビ”も放送されていましたが、私たちにとっては、それに

勝る感動があったように思います。 

三浦委員長の参観先との、その特性上デリケートな連絡調整により

川越少年刑務所参観が実現いたしました。三浦委員長はじめ皆様、大

変お疲れ様でした。 

『蓮田ロータリークラブ様との共催「少年サッカー大会」』 

この大会は、チームの勝敗も競う事も大切ですが、それまでの勝と

うとする努力の過程、選手の一人ひとりが与えられたポジションを守

り、そしてチームを支えます。チームの優劣を付けることではなく、

夢を支え努力を讃えあう、夢に向かって挑む人がいて、その夢に心動

かされる人がいる「人」一人の大切さ「仲間」の大切さ、価値観を共

有できる人たち蓮田ロータリークラブの皆様と高潔性や倫理観を高め

る、そういう意味でも、私たちに大切な事を子供達から学んだように

思います。小田委員長はじめ委員、会員の皆様、大変お疲れ様でした。 

私たちは社会の一員として職業上においても、もちろん喜びがあり、

緊張感や不安、悩みを繰り返しながら社業に励んでいると思います。

或いは、その不安や悩みを長く抱えてしまっている時も孤独感を感じ

てしまっている時もあると思います。そんな中、親睦を通してその悩 


